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【生徒信条】『今日よりは 幼心を打ち捨てて 人となりにし 道を踏めかし』 

『美味しい給食をありがとう！』 ～令和２年度 全国学校給食週間の取組が行われました～ 

今年度の給食週間の取組が１月２５日（月）から２９日（金）まで行われました。この取組は、「学校給食の意義や食

品・栄養についての理解を深める」ことと「学校給食にかかわる人や給食センターの人へ感謝の気持ちを持つ」ことを

目的に、毎年行われているものです。期間中には、昔の給食を再現したメニューや県内の郷土料理が給食に出され、給

食時間の放送では食に関する歌などが流されました。また、３年生は『給食カルタ』を作成して掲示しました。さらに

学年ごとに、大川パン屋さん（１年生）・野菜の生産者さん（２年生）、調理員さん（３年生）へ『感謝の寄せ書き』を

作成し贈呈しました。期間中の２６日に予定されていた「給食集会」は、市内で新型コロナウイルス感染症が発生した

影響で、２月５日（金）に延期し、内容も縮小して開催されました。集会では、給食委員会による「野菜」や「給食の

歴史」に関するクイズと、大川パン屋さんからのお話があり、短時間でしたがとても有意義な集会となりました。 

様々な取組のおかげで、改めて学校給食について考え、学校給食に関わるすべての方々に感謝の気持ちを持つことが

できました。また、給食集会の準備や当日の運営に頑張ってくれた給食委員会の皆さん、お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より良い教育活動を目指して ～令和２年度 後期 学校評価の結果から～ 

１月にご協力いただいた今年度の「後期 学校評価」の集計が完了しました。（集計結果は、裏面に掲載しています。）

大項目ごとの平均値は、「確かな学力…３．８」、「豊かな心…４．１」、「家庭との連携…３．８」、「教育環境…４．１」、

「教職員…４．１」でした。全体的には、前期の学校評価と同様に良い評価を頂きました。ありがとうございました。 

しかし、まだまだ不十分な点や改善しなければならない項目もあります。また、頂いたご意見・要望には反省し改善

すべき内容もありました。忌憚のないご意見等、ありがとうございました。 

今回の学校評価から把握できた成果や課題を、今後の本校の教育活動に生かしていく所存です。今後ともご理解とご

協力・ご支援をお願いいたします。 


